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『
符
年
一
年
間
同
の
町
の
火
災
自

吋
警
が
次
の
よ
う
に
ま
と
立
与
ま

制
し
た
。

同

火

災
mw
発
中
~
伶
数
ば
二
十
七

同
然
で
、
一
昨
昨
年
の
図
十
一
件
よ

繍
与
.
た
い
ぶ
す
く
な
く
な
っ
て
い

持
ま
す
。
そ
の
う
ら
残
絡
め
火
災

肘
は
十
一
一
体
げ
で
一
昨
年
と
ほ
ぼ
隊

創
じ
係
数
明
、
す
e

動
然
災
一
級
州
制
同
同
糾
科
別
問
ム
ハ
ナ
八
wγ

和
方
メ
ー
ト
ん
(
約
制
双
十
川
線
〉
と

噌
一
線
俸
の
的
約
一
千
仰
向
ぷ
十
叩
紙
本

噸
方
メ
ー
ド
h
N

〈物約一以}関白鳥十掛町〉

時
聞
に
く
ら
べ
て
い
泊
分
の
一
氏
絞
っ

帥
誌

申

似

i

」
市
商
都

噌

現

削

嗣

提

{

A
w
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火
災
件
数
が
す
く
な
く
悲
る

39年度町内

火災自啓

二
十
七
件

l
損
害
額
は
約
二
百
七
十
万
円

制
問
問
料
の
手
枕
即
時
酬
が
吹
く
と
蜘
山
崎
川

は
胤
間
拘
舶
に
戦
燥
し
、
火
災
が
締

役
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
約
た

が
い
に
絞
欄
胤
し
で
わ
に
く
し
に

ら
め
即
時
か
ら
火
災
者
な
く
し
ま

'
ν
L
4
m
λ
J
A
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行
政
の
苦
憤
は
椙
謀
長
へ

無
料
で
お
ζ

な
う

役
所
の
行
政

κつ
い
て
、
不

思
や
γ
小
総
長
も
っ
て
い
る
人
哨
織

の
た
め
に
、

mw絞
的
抑
制
概
げ
で
は

行
政
務
機
粉
軸
偶
然
抑
仰
と
し
て
削
附

ぬ
と
十
年
以
来
、
そ
の
前
向
綿
閉
め

ゆ
〈
叫
刊
と
終
決
に
あ
た
っ
て
い
ま

す
。
行
時
蹴
中
川
憾
の
受
付
は
行
依

然
抑
取
締
ま
各
市
町
村
に
館
内
刊
し

マ
い
る
行
政
相
談
後
悶
闘
が
お
ζ

な
っ
て
い
ま
す
。

相
判
孫
子
釘
で
は
渡
辺
誠
き
ん

封
殺
孫
子
…
一
一
二
…
七
務
地
H
が

ん
ね
致
敢
闘
様
相
議
員
に
な
っ
て
い

ま
す
。相
相
識
は
毎
週
日
限
民
自
宅
で

お
ζ

な
っ
て
い
ま
す
。
相
殺
に

応
ず
る
内
容
は
次
の
と
お
り
で

す。日
出
許
可
、
諮
可
の
促
進
あ
っ

せ
B
れ
叩
命

円加
v

祭
給
の
務
転
、
転
附
州
、
登

認
な
ど
の
開
問
獄
。

m
w
濃
淡
年
金
、
関
脇
弘
樹
の
受
給

間関揃潮。

品
官
会
仲
内
総
裁
の
制
撤
蹴
問
、
促
進

〈
議
協
議
料
眠
、
抑
制
限
改
仲
除
、

ふ
ム
治
改
炎
、
学
校
総
制
脱
線
〉

m
w
総
中
陣
関
係
綿
織
絡
の
役
会
総
絞

側
関
係
行
政

淡
篠
山
W

抑
制
持
続
時
同
本
人
M
V門
M

一
淡
で
取
し
織
を
す
る
に
け
で

滋
綴
な
ど
い
ち
ま
令
ん
@
ま

た
帆
術
創
刊
で
犯
と
か
泊
っ
て
い
い
ま

ず
か
ら
然
続
に
お
で
か
け
く

f
f
、。

t
J
E
L
 

学助iす
い遜重量

昨
年
の
す
一
一
日
け
に
お
と
な
む

れ
た
歳
末
助
け
合
い
運
動
は
、

み
な
さ
ん
の
あ
た
た
か
い
協
力

に
よ
っ
て
大
き
な
成
剤
取
を
お
さ

め
る
ζ

と
が
で
き
ま
し
た
。

V
収
入

一
戸
別
募
金
十
七
万
九
千
六

百
以
十
七
内
側
閑
人
寄
付
…
一
一
万

七
千
九
夜
八
十
九
円
〈
時
間
淡
役

嶋
鵬
職
員
一
一
例

l
一
万
八
平
穴
暗
殺

七
十
m
m
、
滋
弁
よ
し
チ
ー
七
千

九
校
六
十
州
問
、
特
叩
ル
知
山
叩
後
始
叫
ん
拭

U
H
ザ
以
前
十
品
ハ
河
円
九
十
川
内
向
、
淡
の

療
協
州
人
会
H

…一千円、制料一戸一繍阿

湾
海
銭
宅
一
…
p

入
開
演
者
を
募
集

406 

て
い
ま
す
。
火
災
件
数
の
わ
り

に
焼
失
総
務
が
す
く
な
か
っ
た

と
と
は
、
ボ
ヤ
脳
脱
出
脱
の
火
災
い
か

多
か
っ
た
ζ
と
と
、
制
潮
時
刷
火
災

の
な
か
っ
た
た
め
で
す
。

ζ
れ
は
、
み
な
さ
ん
が
ア
火
樹
や

は
判
中
く
み
つ
け
て
爪
く
時
的
ず
い

?
火
湘
引
は
隊
約
明
、
…
…
ふ
ん
都
甘
い

の
鉄
則
悲
惨
っ
て
い
に
だ
い
に

付
制
削
端
で
あ
る
と
隠
わ
れ
ま
す
。

吋
問
中
い
巡
抑
制
、
す
く
な
い
欄
倒

的
計
い
と
い
う
機
蛸
聞
が
あ
り
ま
す

が
、
倒
摘
出
掛
も
一
昨
年
の
ゴ
ヤ
図

務
万
円
か
ら
二
百
七
十
五
万
円

と
五
分
の
ご
仏
減
っ
て
い
ま
す

と
れ
は
建
物
火
災
に
つ
い
て
塑

J

緩
で
発
見
し
た
火
災
が
、
わ
ず

叫
か
一
砕
け
で
、
そ
れ
も
仲
間
術
部
に

、
近
い
禽
窓
火
災
だ
け
で
、
他
は

金
調
印
電
話
連
絡
に
よ
る
通
報
で

し
た
。
火
事
に
な
っ
た
ら
早
く

組
問
時
間
図
へ
相
知
ら
せ
る
ζ

と
が
、

祭
豊
田
を
最
少
岡
田
に
く
い
と
め
る

し
問
予
最
も
よ
い
方
法
で
あ
る
と
と
が

出
♂
め
魚
、
/
お
わ
か
り
か
と
思
い
ま
す
。

は
「
ば
掛
…
w

J

m

一
そ
の
品
拙
二
十
位
停
の
火
災
の

一一一
3
7
j
j
¥

山
山
中
に
は
終
野
火
災
十
二
件
、
政

持
野
総
火
災
二
件
、
そ
の
紘
一
件
が

あ
b
、
持
仲
野
火
災
の
う
九
七
件

ま
で
綴
鉄
骨
抑
制
雌
締
締
杭
倒
的
献
で
車
問
拘
引

し
て
い
ま
す
@
牧
野
火
災
も
殺

崩
臨
し
て
お
く
と
ふ
〈
縦
併
に
い
た
る

ζ
と
も
あ
ら
そ
ζ
明、倒的時間際駒市

蜘
閣
総
で
は
終
野
火
災
総
殺
の
お

そ
れ
い
か
み
の
る
縮
開
館
m
m
w
鈴
即
時
殺
に

い
柏
崎
平
の
除
淡
々

ど
に
つ
い
て
綴

力
岳
綴
っ
て
い

ま
す
。
終
瞬
間
火

災
は
、
火
撤
地

ぴ
、
た
き
火
タ

バ
コ
の
す
い
が

ち
な
ど
ち
ょ
っ

と
し
た
不
仲
院
議

が
自
国
間
四
と
な
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
火
災

を
品
地
域
的
叫
に
み

て
み
ま
す
と
、

我
孫
子
地
区
で

ご
十
一
二
件
、
期
制

作
山
地
援
で
二
件

布
佐
地
区
で
二

件
と
な
っ
て
い

ま
す
。

ζ
れ
か

ら
、
間
間
務
薬
師
闘

の
冬
制
憾
の
M
刷版

制附綴

κよ
り
、

醐
開
問
小
場
校
敬
市

築

工

綴

滋

む

…

機
関
小
学
校
改
築
工
占
領
は
緩
二

制
刊
に
滋
ん
で
お
ち
、
コ

Y

クー

ー
ト
の
出
陣
お
ち
も
終
わ
ち
、
現
二
世
捕
後
柑
綿
子
に
あ
る
釘
営
住
宅

税
犠
打
ち
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
一
一
一
戸
が
あ
き
ま
し
た
の
明
、
、
次

す
。
写
業
は
、
鐙
打
ち
長
お
よ

w
の
と
お
今
、
人
選
者
を
募
集
し

う
た
め
の
総
筋
と
木
わ
く
の
一
二
ま
す
、
綾
部
望
者
は
単
侵
犯
由
明
し

京

事

で

す

。

一

1
1
i
l
-
-
{
l
i
l
-
-一
…
込
ん
で
く
ど
き
い
。

軍
岨
明
一
殿
下
ケ
一
一
戸
十
一
一
一
委
地

中
小
企
業
へ
融
資

山
東
致
孫
子
回
出
品
地
第
二
十
号

最
近
、
中
小
企
業
は
金
磁
引
M

軍
一
戸
数
一
線
〔
第
一
種
〉

き
締
め
政
策
の
し
わ
ょ
せ
を
受
…
曹
録
数
約
十
閥
均

け
不
渡
手
形
、
倒
産
の
増
加
な

M

V
使
用
用
料
汚
輔
間
二
千
賢
官
民

ど
憂
慮
す
べ
き
状
態
に
あ
り
ま
…
用
字
き

す
。
そ
の
対
策
と
し
て
町
と
謝
開
山
※
入
援
策
的
柏

工
会
で
は
中
小
企
業
者

κ対
し

Nω
，
酎
町
内
に
往
務
ま
た
は
齢
期
韓
関

て
、
次
の
と
お
り
繭
授
と
数
出
見
山
場
…
燃
を
有
す
る
表
。

の
あ
っ
せ
ん
を
お

ζ

な
い
ま

Mω
入
間
腐
の
取
し
込
み
寄
し
に

す

。

山

鍔

に

お

い

て

一

一

万

m
間
以
上
一
一
一
方

ま
に
、
港
開
削
指
導
員

κよ
る
川
六
千
四
川
以
下
の
校
入
が
あ
る

禽
柑
問
診
断
を
お
ζ
な
い
ま
す
。
川
縁
。
「
時
除
」
と
ζ

で
い
う
絞
入

出
申
し
込
み
は
湘
腿
滋
糊
附
ま
に
は
術
開
山
と
は
入
綴
務
お
よ
び
附
間
総
務
mw

友
会
設
で
お
い
明
、
〈
化
合
い
。

M

哨
綱
決
一
線
憾
に
お
け
る
材
紙
入
春

闘
悶
悶
肉
食
級
品
川
総
数
波
山
十
一
一
勺
脇
附
し
た
綴
か
ち
仲
拡
都
常
総

数
災
総
帥
蹴
蜘
閥
、
湘
鳩
悩
軌
臨
胤
品
胤
と
川
級
一
人
作
い
つ
い
て
二
千
持
者
援

も
ニ
吋
縁
日
庁
内
川
脱
出
口

w
除
し
た
刺
繍

数
資
制
捌
側
関
双
線
以
内
で
あ
る
川

ω
淵
怖
に
附
問
機
ま
た
は
同
開
昭
闘
し

が
、
期
瑚
然
、
鋭
機
淡
A
就
労
年
か
川
ょ
う
と
す
る
斜
線
門
家
炎
上
緩

ち
笈
然
、

w
滞
緩
出
胤
'
愈
…
組
中
か
ら
山
期
総
出
聞
と
間
間
後
の
常
事
油
田
に
あ
る

一
一
郎
件
後
援
で
す
。
山
者
者
会
む
}

制

制

緩

年

九

品

川

山

ω
摘
也
氏
住
市
唱
に
俊
樹
掛
し
て
い

前
向
山
市
小
余
帯
地
捕
劇
託
時
幽
臨
品
川
る
ζ
と
が
間
関
ち
か
で
あ
る
者

滋
後
仏
期
日
以
十
万
間
以
内
山
(
凶
績
の
鐙
歯
が
密
己
の
交
に

時
間
出
員
総
問
問
一
年
以
内
山
帰
す
べ
き
場
合
は
含
ま
な
い
。
)

謝
料
窓
口
判
歩
一
一
銭
九
一
箆

N

山
間
申
込
欄
間
際

日
二
月
五
日
か
ち
一
一
月
十
五
円
口

あ

ち

が

と

ろ

と

、

ざ

い

ま

す

山

ま

で

に

町

営

住

宅

入

居

申

込

書

、
山
を
建
設
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

募

金

は

二

十

四

万

余

円

…

ぃ

。

申

込

書

建

設

課

ま

た

は

山
湖
北
、
布
佐
詩
文
一
院
に
用
意
し

年
同
出
話
予
五
百
円
、
そ
の
他
五
仇
て
あ
り
ま
す
。

件
、
)
社
会
幅
耐
乱
私
的
問
議
会
喜
一
一
万
吋
※
選
考
方
法

六
千
夜
七
十
問
問
m

n

w

入
国
崎
希
製
品
世
の
務
盟
国
選
考
は

合
計
二
十
図
万
三
千
六
川
向
山
即
時
営
役
宅
入
阻
害
調
融
考
議
員
会

情
件
、
品
綿
糸
努
品
切
渓
鴻
七
十
三
N

の
審
査
脅
へ
で
公
開
始
せ
ん
に

本
鈴
木
和
相
官
樹
、
中
北
紺
朗
八
十
玄
ぷ
帆
よ
っ
て
決
殺
し
ま
す
。

日
系
間
選

w
w山
品
そ
の
他

曹

交

織

内

紛

出

附

川

崎

噺

閣

は

期

限

に

お

く

れ

然
縄
問
相
陣
離
脱
品
同
時
滞
七
十
一
之
内
ヘ
川
れ
は
い
よ
う
に
制
前
向
し
て
く
だ
事

十
万
古
一
千
二
夜
間
、
撤
中
蹴
陣
絞
殺
仰
い
。

然災ハ
fγ

…
戸
へ
八
万
一
手
一
泌
総
山
一
級
州
開
h
d後
は
受
付
け
ま
品
百
ん
。

問
問
、
街
路
軸
蹴
柑
帆
務
総
務
中
ハ
十
人
へ
W

仙

W

執
粉
々
交
弘
州
制
抑
制
御
館
、
附
問
問
附

淡
万
一
千
m
問
、
瀬
崎
人
ホ
i
ム
入
山
線
蜘
腕
統
制
抑
掛
背
骨
、
必
ず
添
附
し
て

一
約
八
人
へ
八
予
断
刊
。
的
〈
村
い
き
い
。
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全
町
い
っ
せ
い
に
ネ
ズ
ミ
退
治

害

む

大

き

い

野

ネ

ズ

ミ

び草寺毅1A 

食
料
焔
践
が
成
果
を
秘
め
つ

つ
あ
る
反
雨
、
ヰ
ズ
E
に
よ
っ

て
AT.
図
で
は
年
間
千
数
百
仲
間
内

に
の
ば
る
大
き
江
波
終
争
時
拡
げ

て
い
る
の
で
、
倒
闘
で
は
削
閉
級
三

十
八
絡
に
料
開
そ
附
削
除
対
策
波
及

会
告
制
同
流
し
て
燦
川
刊
の
ネ
ズ
ミ

削
船
険
金
総
均
げ
い
川
畑
滋
す
る
ζ
と

κな
h
'
ま
し
た
。

。
野
ね
ず
み
の
附
中
中

野
ね
ず
み
は
帥
制
約
力
の
大
き

い
も
の
で
、
一
門
間
に
山
一
一
J
側諸問

の
予
ね
ず
み
を
う
み
、
乙
れ
告

加
や

w
h
z
一t
附
問
削
聞
く
り
返
し
ま

す
。
と
の
子
ね
ず
み
は
母
ね
ず

み
の
乳
に
よ
っ
て
育
ち
ま
す

が
、
十
五
日
程
で
闘
が
あ
き
、

そ
れ
か
ら
十
五
日
か
ら
三
十
日

く
ち
い
ま
で
は
体
の
育
っ
き
か

ち
で
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と
の
燃
は
母
ヰ
ズ
ミ
と

共
に
歩
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ま
わ
る
臨
吋
湖
で
す
。
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の
後
ζ

の
成
長
一
紛
が
す
吉
る

と
分
後
樹
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げ
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入
り
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あ
ら
た
に

緩
演
を
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が
し
て
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ζ
に
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つ
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ま
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。
そ
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食
物
者
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き
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。
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菜
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燃
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Z
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ン
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融
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滋

し
ま
す
か
ち
、
午
後
か
ち
滋
£

サ
rg仕
掛
聞
け
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仲
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概
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蜘
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築
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薬
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築
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築
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縦
波
臨
限
緩
数
以
炉

二
分
の
一
に
な
き
ま
す
。
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縄
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滋
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す
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間
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す
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で
わ
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し
た
ち
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あ
ふ
れ
で
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ま
す
。
し
か
し
、
出
副
の
気
持
で
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っ
ぱ
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で
す
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関
輔
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圏
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で
叫
同
校
会
の
ど
の
議
後
に
佼
盟
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翻
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総
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八
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方
メ
i
ト
ル
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下
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あ
る
も
mwo
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坪
あ
た
ち
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綴
絡
が
新

築
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れ
た
怒
波
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下
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引
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軒
並
八

万
m
m
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火
議
築
物
に
あ
っ
て

は
ム
士
一
万
同
庁
、
鰯
問
日
開
副
翻
火
建
築

物
げ
い
あ
っ
て
は
十
万
m
m
v

円以下

で
あ
る
も
の
。

彩、

か
っ
た
の
で
す
。
に
ど
間
関
与
総

け
で
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え
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れ
ば
よ
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っ
た
小
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な
歯
車
に
す
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ま
せ
ん
で
し

た
。
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か
し
、
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う
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総
務
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え
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ま
し
に
Q

人
生
の
雄
取
融
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が
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潟
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憾
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鐙
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に
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家
交
易
ぶ
な
い
刃
物
、
が
ん
兵
仏
軍
申
込
先
、
保
抽
階
部
師
、
お
往

降
、
開
明
る
い
設
会
が
仰
向
よ
ち
も
頚
等
は
持
た
せ
な
い
よ
う
に
し
山
支
所
、
湖
北
支
務

た
い
せ
つ
な
こ
と
で
す
の
ま
し
ょ
う
(
第
十
一
条
)
一
軍
役
変
円
口

と
の
条
例
は
、
す
べ
て
の
お
会
青
少
年
か
ら
物
品
奇
質
に
一
一
一
足
九
日
秀
俊
市
立
十
時
吋

と
な
が
家
濯
の
な
か
や
、
後
事
と
っ
た
ち
、
お
物
の
輿
い
受
け
で
一
一
十
分
か
各
十
一
叫
時
一
一
一
十
分
ま

の
う
え
で
行
な
う
行
為
を
ひ
と
を
し
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
ま
品
で
の
一
夜
食
〉

つ
ひ
と
つ
青
少
年
の
絡
会
帯
月
後
し
よ
う
。
(
務
十
一
一
一
条

)
H質
問
曲
叩
一
一
月
九
円
持
続
脇
陣
下
公
開
偶
蹄
踊

と
い
う
面
か
ち
反
省
し
、
警
少
さ
ん
お
物
開
聞
き
ん
な
ど
は
、
よ

m
d十
一
ニ
時
吋
か
ら
十
銭
終
ヌ
十
分

絡
に
緩
い
務
縮
閣
を
支
え
る
と
滋
く
忽
ム
唱
を
た
し
か
め
た
う
え
、
叩
ま
で
〈
日
夜
間
翁
〉

わ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
自
潔
僚
懇
務
の
肉
慾
寺
得
た
と
滋
め
川
二
月
十
六
日
同
然
滋
小
H
十

ず
る
と
と
を
線
総
し
て
い
ま
す
ら
れ
る
務
会
者
総
量
、
物
ぷ
脅
向
的
か
ら
士
一
綿
吋
ご
十
分
ま
で

ζ

の
条
例
で
い
う
縄
問
少
将
叩
と
醗
践
に
と
っ
た
ち
、
泌
物
織
や
疑
問
〈
闘
が
潟
〉

は
小
学
校
総
殺
の
杭
開
制
捌
か
ち
蹴
開
ハ
ド
後
げ
で
は
い
け
な
い
ζ
と
に
川
吋
一
月
以
ト
浴
日
M

輸
措
で
小
長

十
八
機
に
w織
す
る
笈
明
、
mw
縁
者
絞
っ
て
い
ま
す
。
刊
十
時
吋
か
ら
十
一
一
腕
時
三
十
分
ま
で

い

い

ま

す

。

品

H

機関
A
Y
銀出
w
不
出
品
川
父
撤
械
や
、
山
〈
附
悶
官
同
名
〉

条
例
は
こ
十
刊
一
条
か
ち
な
ち
出
淋
情
熱
、
党
ぜ
い
潟
か
ら
内
v
h手
納
吋

V
そ
の
品
開
品
抑
留
…
者
甘
い
は
朗
慣

に
同
月
…
門
口
か
ら
総
従
事
れ
ま
す
し
よ
う
。
〈
然
十
飯
森
)
H
日
現
時
少
叩
入
国
嶋
知
を
し
ま
す
。

条
例
の
お
も
な
内
燃
は
誌
の
と
年
同
議
設
号
。
、
そ
の
品
問
題
い
…
入
学
児
童
の
健

お
h

ソ

で

す

。

こ

と

を

し

た

号

、

教

え

た

り

、

同

市
康
診
断
と
種
痘

h
H

帯
同
少
年
者
心
身
と
も
に
出
踏
ま
た
、

ζ

の
た
め
の
場
所
幸
四

や
か
に
育
成
し
保
護
す
る
ζ

と
援
然
し
た
ち
、
あ
っ
せ
ん
し
た
明
間
和
四
十
年
四
月
広
小
学
校

は
す
べ
て
県
民
の
責
務
と
き
れ
ち
す
る
ζ
と
は
絶
対
に
き
け
る
M

へ
入
学
予
定
の
闘
用
意
の
同
開
設
診

て
お
り
ま
す
。
(
第
三
条
)
ょ
う
定
め
ち
れ
て
お
ち
ま
す
。

w
断
と
種
濯
、
口
フ
テ
ヲ
ャ
予
防

火
青
少
年
に
よ
い
本
壱
す
す
(
第
十
期
間
条
)
帆
接
輯
棋
を
お
と
な
い
ま
す
e

縫
絞

め
ま
し
ょ
う
。
〈
第
七
条
V

会
夜
遂
び
泣
い
け
ま
せ
ん
お
吋
診
断
の
内
容
は
次
め
と
お
き
で

合
よ
く
な
い
映
磁
、
隊
等
、
た
が
い
に
心
を
く
d
M
ち
ま
し
ょ
凶
す
。

広
告
物
等
は
み
ん
な
?
気
寄
っ
う
〈
議
十
道
議
)
叩
身
同
時
、
体
策
、
栄
幾
状
線
、
後

片言問者vjizvlvT分台 m ス リ棚開稲直属協同諸君γ車鍵 iるi はト iζ ト分い、でそしま玉、長静 化 目の ヶス ー一 …ニミ

il!I)V Jcr; -I!: o ・な!の込ロZF!日ン書jazlf l ケ 1面、 1周期叫 113 叩阿古で-oEi4 お
緩むミン主義る 絡んま iとみ に タ 主五を主! 指紋小 1刊日 2月 2 日 2 月 913 次お雪~~，)~ll~1総な司マ 9 'J; べ、でで ぬ ! こと、 のこテ

緩ン密}ではくと 1 くに童を 喜伎号、 含{j、均九千 票娘ιb正'E! 十月参加友ぉ長の 事土宮 肘・小 1月州 2月3日 2月108 とな子宮 ζ去、
ク療はす役閣とケど普 g五で車 問、 E帥 ~~~1312~1~131 ~ぃ主害 i事き'(i~露主甚 a 議議も 1 幸 俊 一十閥くだと のいど

れす務原滋総しでトい委員雪 民 事選、J ス 高 原 g五日 fきどおをち肉おち書書質室室 ト小 1脚 1312fi5日 2)'l1砲 すで。3a 緩ま脅緩iますま。重生な器iζ 
、。関福島翼 J¥てき靴 て記名、〈ケ〈ス日午前 ;tR望小 lf.l2事BI 2 J'l 6 B I 2 f'l13日 つ
いザ E百縫ス時くまは会、入虫色 1 パケ午い で い

407 

明
、
も
液
凝
明
、

す




